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改 訂 後 改 訂 前 

4．副作用 

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる

調査を実施していない。 

(1) 重大な副作用（頻度不明） 

1) ～ 4) 現行のとおり 

(2) 類薬による重大な副作用 

汎血球減少、急性腎障害、膵炎：他のアンジオテンシ

ン変換酵素阻害剤（カプトプリル又はエナラプリルマレ

イン酸塩）で、これらの副作用が報告されているので、

観察を十分に行い、異常が認められた場合には、投与を

中止するなど適切な処置を行うこと。 

4．副作用 

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる

調査を実施していない。 

(1) 重大な副作用（頻度不明） 

1) ～ 4) 省略 

(2) 類薬による重大な副作用 

汎血球減少、急性腎不全、膵炎：他のアンジオテンシ

ン変換酵素阻害剤（カプトプリル又はエナラプリルマレ

イン酸塩）で、これらの副作用が報告されているので、

観察を十分に行い、異常が認められた場合には、投与を

中止するなど適切な処置を行うこと。 

改訂理由 

◆自主改訂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の改訂内容（記載整備を除く）は、日本製薬団体連合会発行 医薬品安全対策情報（DSU №296 2021年 2月）に掲載される予定です。 
最新の医薬品添付文書情報は、PMDA HP「医薬品に関する情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html）
および弊社 HP（https://www.yg-nissin.co.jp/）に掲載致します。 
 


